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L10 秩序型 FePtは、磁気異方性定数 Ku が 5×107 erg/cc にも達する高い磁気異方性から、磁気

記録媒体の超高密度化のために着目されている。しかしながら、この高い磁気異方性の起源につ

いては未だ詳細が明らかになっておらず、その解明は基礎、応用の両観点から重要である。FePt の

磁気異方性では、磁性元素である Fe だけでなく、単体では常磁性である Pt の寄与が無視でき

ないとする第一原理計算の結果[1]があり、各元素の磁性への寄与を分離して調べることが重要で

ある。そこで今回、L10 規則度 Sを変化させた複数の試料に対し、7 T の磁場下で Pt L2,3端の X

線磁気円二色性（XMCD）の実験を行った。実験は室温において、面内（試料面より 85.6o）およ

び面直方向に磁場をかけて測定を行った。得られたスペクトルに対し XMCD総和則[2]を適用し、

軌道磁気モーメントのスピン軌道磁気モーメントに対する比を求めたものが図 1 である。モーメ

ントの比は秩序度 S が大きくなるにつれ面内、面直間での異方性が強くなり、また面内の方が大

きくなることがわかり、第一原理計算の結

果を支持した。 

 

図 1: L10秩序度 Sの異なる FePt薄膜試料で

の Pt 5d電子の軌道磁気モーメントのスピ

ン磁気モーメントに対する比 
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